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目的
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1.島大生が自由に使えるキャラを作ろう
2.キャラを通して島大を知ってもらおう

計画

1.プロのイラストレータに渡すキャラデザ案の作成
2.学生が運営するWebサイトの作成
3.イラストレータの方と交流できるイベントを実施
4.キャラが登場するゲームを作って紹介

プロジェクト実施中に増えた活動内容

1.キャラクター名の募集



コメントに対する回答
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コメント 回答

専門知識がなくても簡単に使用・改良ができる
ように（システム）してほしい。

低予算で進めるために開発に専門知識を必要とするシステムにしまし
た。利用の方は知識がなくても使用できます。

キャラクターについてあいまいすぎる。 本プロジェクトである程度仕様をまとめました。

学生の自主的活動としての企画でキャラクター
作成をすべて外注している点において問題があ
る。

島根大学生の方にもイラストを書いて貰いました。



予算の使い道
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12万円の予算のうち9万8747円を使用しました。

キャラデザと納品物
パネル



キャラデザ案の作成
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• A4 1ページ程度の資料
• プロジェクトのチームメンバーで意見を集め作成
• 松江の水の都と出雲の神のイメージ

• キャラの使用例
1. 学祭のチラシ、サークル紹介に
2. 何かしらのグッズ化

Webサイトの作成

• ４人でチーム開発
• スマホにも対応できるように工夫した
• キャラのライセンスも公開
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キャラクター名の募集

• 島根県立情報科学高校様と連携
- 情報ITフェアにてキャラ名を募集（Web: 18票、用紙: 12票）
- 開催日: 2018年12月1・2日（土・日） 場所: 情報科学高校

かんなびやえになりました。
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アンケート結果

多くの方が使ってみたい！！ という結果になりました。
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キャラが登場するゲームを作って紹介

• NPO法人 Rubyプログラミング少年団様と連携
- 小・中学生と対象に、フリー画像の説明とゲーム作成の講義を行いました
- 開催日: 2019年2月17日（日） 場所: 松江オープンソースラボ
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感想と反省

• 複数人で自主的に活動する大変さと重要性を知った
- 意見を出せる雰囲気をどう作るのか？

• 社会人の方とメールする機会や話す機会を得ることができた
- 連携した団体様との連絡
- イラストレータ様との遠隔での連携

• 計画通りに進めることができなかった
- キャラを広めるにはまだ足りていない部分がある
- 10月のイベントが台風の影響により延期

• 目的を果たすことができたのかを評価できなかった
- キャラを通して島大を宣伝できたのか？
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